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第２号様式 

３０年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課：     経済部   産業観光課 

施 設 名 三沢市小川原湖畔施設 

指 定 管理 者 名 一般社団法人三沢市観光協会 

指 定 期 間 平成26年4月1から平成31年3月31まで 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

湖水浴場 9,562人 4,407人 昨年と比較しお盆期間中の天候に

恵まれた事、平均気温も昨年より

高めとなったことから微増となった。 

湖畔キャンプ場 3,238人 2,544人 昨年度より694人の増となった。 

湖畔コテージ 2,409人 2,583人 キャンプ利用者が増えた事から微

減となった。 

オートキャンプ場 4,165人 3,139人 昨年度より1,026人の増となった。 

天候に恵まれたことが大きな要因。 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 11,881 人件費 7,950 

利用料金 10,196 維持管理費 15,116 

その他 6 事業費 0 

  その他 0 

合計（①） 22,083 合計（②） 23,066 

  収支差額（①－②） △983 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

小川原湖畔キャンプ場・湖水浴場・コテージ 

・天候に恵まれた平成30年度はキャンプの利用者が特に伸びた。 

・コテージの利用者の更なる利用者増を図るため情報発信を積極的に行いたい。 

・接客接遇については苦情も数件いただいているので、今まで以上に接客接遇を徹

底して丁寧に行うよう管理人、作業員へ指導する。 

・小川原湖畔キャンプ場にある木造建築物が建設から２０年を経過しており、耐用年

数を過ぎているものが多数あるので、修繕が必要な施設、新規に交換が必要な設備

については市へ要望していく。（コテージ５棟、湖水浴場監視塔２棟、キャンプ場炊事

場、シャワー棟、オートキャンプ場内サニタリーハウス３カ所） 

・利用者の口コミ、特にＳＮＳでは好評価を多くいただいている。 

三沢オートキャンプ場 
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・施設で提供しているサービスなどインターネットで閲覧可能な情報を増やした。 

・トイレ利用での意見が多く見られたので清掃は今まで以上に隅々まで点検をする。 

・施設内での販売品について、またサービスについての要望が多かったので対応でき

るものについては検討する。 

・接客接遇については高く評価している利用者もいるが、何件かの苦情もいただいて

いるので、今まで以上に接客接遇を徹底して丁寧に行うよう管理人、作業員へ指導す

る。 

・キャンプ場内の地盤の悪さや施設の老朽化に関連する意見を多数いただいている

ので施設の点検を細目に行い、大幅に修繕が必要な箇所については市へ修繕、改

善を要望していく。 

・利用者の口コミ、特にＳＮＳでは高評価を多くいただいている。 

 

 

施設担当課 

 

 

 数件の苦情が見られたが、接客業で様々な人が訪れることから一定数の苦情は出

るものと考えられる。最低限の接遇について全職員に徹底するよう指導する。 

 キャンプ場、コテージ等はトータルでみると前年度から増加して企業努力の成果が

見られるが、平日の利用率については依然低調となっているため、平日利用が見込

まれる、学生の部活動のキャンプ等を誘致するなどの一層の努力が望まれる。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ａ Ａ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ｂ Ｂ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ｂ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ｂ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 Ａ Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ｂ Ｂ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 Ｂ Ｂ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等に沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


